
 

 

県の契約の在り方検討について 

 

１ 経緯等 

 ・県の契約の在り方については、庁内に設置したプロジェクトチームで検討し、本年７

月に検討内容を中間報告としてまとめた。 

 ・中間報告においては、県の契約に当たって留意すべき事項、県の契約を通じて実現し

うる効果を４項目に整理し、①公正性・経済性・競争性の確保を原則としつつ、②品

質の確保、③地域経済の活性化、④社会的価値の実現等を志向していくことが、県民

生活の向上、地域社会の継続的な発展に寄与し、持続可能な滋賀の実現、ＳＤＧｓの

達成にもつながる、という考えを示した。 

 ・８月からは、有識者等からなる「滋賀県契約の在り方検討懇話会」を設置するととも

に、関係団体へのヒヤリングを行い、意見を聴いてきた。 

 ・それらを踏まえ、持続可能な滋賀の実現を目指し、県民の理解を得て事業者と協働し

て取り組んでいくため、県の契約に関する基本的な理念などを定める条例を制定する

こととしたい。 

 

２ 条例の方向性 

 ・県の契約に関する基本的な理念を、公正性・経済性・競争性の確保、品質の確保、地

域経済の活性化、社会的価値の実現という４項目とする。 

 ・県の契約に関する具体的な取組について、基本となる方針を条例に基づき策定する。 

 ・県の契約に関する取組の状況を確認し、改善するための仕組みを構築する。 

  →県の契約を通じて地域経済の活性化、社会的価値の実現等を目指すことを明確にす

ることができる。 

  →県の契約に関する理念を県民や事業者と共有し、事業者の負担に配慮しつつ、協力・

理解を得て取り組んでいくことができる。 

  →取組が体系的に整理され、庁内の連携を強化し、バランスよく着実に取組を推進す

ることができる。 

   ⇒これらにより、本県の経済および社会の持続的な発展に寄与する。 

 

３ 今後の進め方 

 ・条例や具体的な取組の内容を検討していくに当たっては、引き続き、有識者や関係団

体等の意見を聴きながら進める。 

 ・これまでにいただいた意見の中で具体的な取組として直ちに取り組めることについて

は、条例の検討と並行して進めていく。 

 ・令和３年９月定例会議での上程を目指し、検討スケジュールは次のとおり。 
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 令和２年（2020 年） 

  11 月 24 日 県政経営会議（協議事項）【条例策定方針】 

  12 月    常任委員会 条例策定方針を報告 

 

 令和３年（2021 年） 

  ２月上旬 県政経営会議【条例骨子案】 

  ３月上旬 常任委員会 条例案の骨子の確定 

 

  ５月下旬 県政経営会議【条例素案】 

  ６月上旬 常任委員会 条例素案の確定 

  ６月中旬～７月中旬 

       県民政策コメント 

  ８月上旬 県政経営会議【条例案】 

  ８月中旬 常任委員会【県民政策コメント結果報告】 

  ９月中旬 条例案提案 

 

＜検討している条例等のイメージ＞ 

 

 


